
　ただ今ご紹介いただきました中川でございます。

本日は大規模木質構造懇談会を開催することで，

ご案内差し上げましたところ，大勢の方がご出席

いただきまして，たいへんありがとうございます。

また，日ごろ林産試験場の業務につきましていろ

いろとご協力いただいていることに対しまして，

この席をお借りしてお礼申し上げます。

　これまで大規模木質構造の建築物につきまして

は，農林水産省におきましてモデル木造施設建設

事業の中で，道におきましては高等学校，あるい

は公共施設などで建設を行ってきております。ま

た，そのほか，市町村におきましてもいろいろな

形で大規模な木質構造建築物が建てられてきてい

るところです。このように公共建築物としては，

かなりの数量が大規模木質構造で進んできている

わけですが，これらは展示物としてあるいは見本

としての役割を担っておりますので，今後は民間

において取り組んでいただく時期にきたのではな

いかと考えまして，こういう懇談会を持ったわけ

です。

　この木質構造を進めるにあたりまして，最近，

建築基準法が改正され，同法施行令も改正されて

きております。これらについては追ってそれぞれ

の講演者が申し上げることになっております。私

ども林産試験場におきましても構造，強度，設

計，あるいはビームの接合技術といったものにつ

いて，これまで相当研究を行ってきておりまし

て，本日これらについてもご披露させていただき

ます。

　また，塗装，防腐処理，防火処理，構造，接着

といった専門家も共に参っておりますので，いろ

いろな点から皆様のご質問などにもお答えするこ

とができると思います。

　さらに，木質構造研究所長の掘江様から帯広営

林支局の建築事例を中心にお話しいただきます

し，鹿島建設の播様から出雲もくもくドームにつ

いての建築事例をご紹介いただくことになってお

ります。このお二人の方々には，たいへんご多忙

のところ私どもの申し出を快くお受けいただきま

したことに対しまして，厚くお礼申し上げます。

　北海道にも最近いろいろな形で研究所を建設す

る企業，あるいはソフトウェアでありますとか，

システム開発を行う企業などが進出しております。

こうした頭脳集積型の建築物につきましては，木

質構造はたいへん適しているのではないかと私は

考えております。木材は環境面におきまして人に

優しいとか，居住性に優れている，独特の美観や

デザインを醸し出すことが可能であるといったよ

うなたくさんの利点を備えております。建築基準

法の改正など情勢の変化，木材の持つ特性といっ

たものを背景といたしますと，大規模木質構造の

建築というものも建設業界の方々にとって商売に

なる時期にさしかかっているのではないかと考え

る次第です。

　そのようなことで今後，ゼネコンの方々も，あ

るいは建築設計の方々も大規模木質構造につい

て，積極的に取り組んでいただくことをお願いい

たしまして，たいへん簡単でございますが開会に

あたりましてのごあいさつとさせていただきま

す。
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